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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    
河道内に生息する植物はその繁茂により砂州を固定化し，その結

果として河床低下を引き起こしたり，洪水時には流水抵抗となり被

害を拡大させたりする恐れがある．その一方で，ここ数年河川植生

による景観上の効果や，生態系育成のための良好なハビタットの形

成などとして注目を集めている．こういったことから，現在では治

水と自然環境保全の両面の観点から適切な河川事業や管理が必要

とされるようになり，河道内の植生に関する動態の把握や予測の手

法の開発が求められ，様々な研究が行われている１），２），３）． 
そこで今回は，河道内植生の中であまり研究の行われていない木

本類を対象とし，そのなかで特に日本全国に分布し河川植生の主要

な構成要素となっているヤナギ科の一つについて，鬼怒川で個体の

構造について詳細な調査を実施し，それを基に個体の成長過程のモ

デル化を試みることにした． 
2.2.2.2.    調査方法調査方法調査方法調査方法    
（１）調査樹種について（１）調査樹種について（１）調査樹種について（１）調査樹種について    
    ヤナギはその樹形から高木性のものと低木性の 2 つに分類する
ことができる（写真－１）．高木性のヤナギは主幹がはっきりして

いて樹高は 20mほどに達する．一方，低木性のヤナギは稚樹の段
階では幹がはっきりしているが，次第にどれが幹かはっきりしなく

なるもので，樹高は 10ｍ程度で頭打ちとなる． 
低木性のヤナギはその根型の特性から水辺に近いところに生息

している．このため比較的小規模の出水でも影響を受けやすい．以

上のことから，今回はまず手始めとして低木性のヤナギを対象に調

査・解析を行った． 
（２）測定方法（２）測定方法（２）測定方法（２）測定方法    
    測定するヤナギは図－１に示す宇都宮市石井町石井緑地（利根

川合流地点より 75㎞付近）に生息しているものを用いた．この地
点では，低木性の樹種であるカワヤナギ（写真－２）が水際から５

ｍほど離れたところに，流下方向に沿って 50ｍほどの細長い群落
を形成していた．そこで今回はカワヤナギを対象樹種とした．現地

から持ち帰ったヤナギを大きく葉，枝，地下茎，根，地下から生え

ている枝（地下枝）の 5 つの部位に分け，枝は全長，枝の根元と
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図－１ 調査地点 

写真－２ カワヤナギの地上部と地下部 

写真－1 高木性（左）と低木性（右）ヤナギ



 

 

先の太さ，年齢，バイオマス，枝の角度を，葉に関しては

葉の枚数，バイオマスを，地下茎と根は 10cm ごとのバイ

オマスを測定した．またいくつかの枝に関しては，葉一枚

ごとのバイオマスも計測した． 
3.3.3.3.    測定結果測定結果測定結果測定結果    
今回の調査でのサンプル数は 5 本で，各樹木の年齢，ト
ータルバイオマス，トータルバイオマスにおける地上部と

地下部の割合を図－2に示す．また各樹木の，地上部と地下
部における，枝，葉，および地下茎，根，地下枝の割合を

図－３，４にそれぞれ示す．これらの図から，No3,No5 の
ような年齢の若い樹木は地下部の割合が 7～８割と，他の樹
木に比べてかなり多くなっている．また，これらの樹木は，

地上部では枝の割合が，地下部では地下茎の割合が高く，

自身の土台となる枝や地下茎といった部位を優先的に成長

させている傾向が見られる．次に，図－5に枝の長さと太さ
（太さに関しては，最も太い箇所の径）の関係を示す．こ

の図からは枝が長くなるに比例して太くなっていくことが

わかる．図－６と７にはそれぞれ，枝の長さ，葉の枚数と

バイオマスの関係を示してある．枝の長さ，葉の枚数の値

が増加するに従い，各バイオマスの値が指数関数的に増加

していく結果を見ることができた． 
なお，ここで紹介しきれなかった，他の測定の結果およ

び個体モデリングについては当日発表する予定である． 
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図－３ 地上部のバイオマス 
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図－4 地下部のバイオマス 
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図－２ 木毎のバイオマス 
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図－５ 枝の長さと太さの関係 
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図－６ 枝の長さとバイオマスの関係 
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図－７ 葉の枚数とバイオマスの関係 
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